
アンケート期間：2026/3/6-2026/3/14 Growupアカデミー 回答者/アンケート実施者： 25人/30人
質問 選択肢ごとの回答数 意見・自由記述 ご意見を踏まえた対応

こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 はい:24 / わからない:1
職員の配置数は適切であると思いますか。 はい:23 / わからない:1 / いいえ:1 ・スタッフさんが足りなさそうです 状況に応じた職員配置の管理をします。

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思いますか。また、事業所の設
備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思います
か。 はい:22 / どちらともいえない:3 ・トイレが気になるそうです より良い施設を目指し、環境整備に取り組んでいきます。

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、こども達の活動に合
わせた空間となっていると思いますか はい:25
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受けられていると思いま
すか。 はい:21 / どちらともいえない:2 / いいえ:1 / わからない:1 ・適性に応じた提案があってもよい。 一人ひとりの個性に合わせて、提案をしていきます。

事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っていると思いますか。 はい:24 / わからない:1
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、放課後等デ
イサービス計画（個別支援計画）が作成されていると思いますか。 はい:23 / いいえ:1 / わからない:1
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提
供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」で示す支援内容からこどもの支援に必要
な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思いますか。 はい:19 / わからない:5 / どちらともいえない:1 ・ガイドラインがわかりません

必要に応じて個別に説明をさせていただきます。いつでもお申し付けくださ
い。

放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 はい:23 / どちらともいえない:1 / わからない:1
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いますか。 はい:20 / どちらともいえない:3 / いいえ:1 / わからない:1
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会がありますか。 はい:16 / わからない:8 / いいえ:1 ・ボッチャの大会で聞いた 今後もイベント等を通して交流を深めていきます。

事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明がありました
か。 はい:24 / どちらともいえない:1
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 はい:24 / わからない:1
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等も参加できる研
修会や情報提供の機会等が行われていますか。 はい:25
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共通理解ができてい
ると思いますか。 はい:22 / どちらともいえない:3
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 はい:23 / どちらともいえない:1 / いいえ:1

事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 はい:20 / どちらともいえない:3 / いいえ:1 / わからない:1 ・スタッフさんにより差が大きい。
全職員が同じ質で子供たちと関われるように、自己研鑽に取り組んでいき
ます。

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が設けられるなど、
家族への支援がされているか。また、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の
交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援がされていますか。 はい:18 / わからない:5 / どちらともいえない:2
こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているとともに、こどもや保護者
に対してそのような場があることについて周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に
対応されていますか。 はい:23 / いいえ:1 / わからない:1
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思いますか。 はい:22 / どちらともいえない:3
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自
己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。 はい:19 / わからない:5 / どちらともいえない:1
個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 はい:23 / わからない:2
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル
等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、発生を想定した訓練が実施されています
か。 はい:18 / わからない:5 / どちらともいえない:2
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練が行われていますか。 はい:18 / わからない:6 / どちらともいえない:1
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確保が十分に行われ
た上で支援が行われていると思いますか。 はい:20 / わからない:3 / どちらともいえない:2
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発生した際の状況等につ
いて説明がされていると思いますか。 はい:19 / わからない:6

こどもは安心感をもって通所していますか。 はい:16 / どちらともいえない:7 / いいえ:1 / わからない:1

・職員さん利用者さん共に特定の人としか人間関係を築けておらずその人が休み
だったらどうしょうと不安を口にする事が多い。外出活動や楽しみな活動の日は不
安なく行く事が出来る。イベントや外出活動を増やして欲しい。

来年度もイベントや外出活動を計画しております。子供たちのニーズに合わ
せて、活動計画を行っていきます。

こどもは通所を楽しみにしていますか。 はい:11 / どちらともいえない:10 / いいえ:2 / わからない:2

・活動内容が興味のある時は楽しみにしている
・スタッフに相談したい事があるときに自分で申し込みをして行っているので前向
きに通わせて頂いている
・外出への不安が強い為、まだ楽しみにとはいえませんが、外出訓練先として安心
感は持っています。 今後も、子供たちが楽しんで通えるような環境作りに努めていきます。

事業所の支援に満足していますか。 はい:21 / どちらともいえない:3 / わからない:1
職員の印象・態度・対応について [言葉遣い] よい:20 / おおむねよい:5
職員の印象・態度・対応について [身だしなみ] よい:23 / おおむねよい:2

職員の印象・態度・対応について [送迎時の対応]
よい:16 / おおむねよい:4 / わからない:3 / どちらともいえ
ない:2

職員の印象・態度・対応について [電話等の連絡対応] よい:20 / おおむねよい:5
職員の印象・態度・対応について [お子様への対応] よい:19 / おおむねよい:4 / どちらともいえない:2
職員の印象・態度・対応について [相談のしやすさ] よい:19 / どちらともいえない:3 / おおむねよい:3

具体的なエピソードや改善点があればご記入ください （任意）

・困り事がある時はスムーズに時間を調整して面談してくれた。
・以前は問題があると思われる支援者がいましたが、息子曰く、今は改善がされて
いるようです。
・スタッフさんが大好きで、通所後は必ず出来事を聞かせてくれてます
・対応してくださったスタッフにもよりますが相談等した際にはきちんと話を聞い
てくれてアドバイスをしていただいたりするのでとてもありがたいです。

今後も子供たちに寄り添った支援をしていきます。
引き続きよろしくお願いいたします。

祝日に開所した場合利用を検討しますか? はい:10 / いいえ:6 / どちらともいえない:6 / わからない:3
・使用する日もあるかもしれない。
・本人が慣れるまでは、通所を増やすのは段階を踏みたいと思っています 祝日開所については、ニーズに応じて検討を重ねていきます。

支援参観日(実際に施設での様子を見学する)等あれば参加を希望しますか? はい:11 / どちらともいえない:7 / わからない:4 / いいえ:3

・本人が親には見てほしくない年頃かと思う
・仕事の都合がつけば参加したいです。
・仕事の都合もあるので、早目の連絡が良い

今年も親子イベント等の開催を予定しております。
参加形態は柔軟に、早めの連絡に努めていきます。

外出、調理、工作などの活動で１か月に出しても良い金額はいくらが適当と考えますか? 1,000円～1,500円:12 / 1,500円以上:8 / 500円～1,000円:5

・5000円が妥当だと思う。逆に5000円で出来るならもっと外出やイベントを増やし
て欲しい。いろいろな場所や経験に触れて欲しい
・必要な経費は惜しまないつもり。

現在の活動費です。
小中学生：毎月1,000円（上限:3,000円）高校生：毎月各ご家庭判断（上限
5,000円）

施設を利用してからのお子様の変化等ありましたらご記入ください(任意)

・楽しんで通ってる様子。
・横断歩道を渡ることや自力で外を歩く事が出来なかったが拠点送迎を始めたら信
号や道路の歩き方が身についた。こども食堂やあすなろさんの販売などを体験する
ようになり楽しいと感じることが出来ている。働く上で必要な事を自然と覚え働く
意識が芽生えている。自信を持てるようになりつつある。座学で学んだ事ははすぐ
頭から抜けてしまっている様子だか経験からくるものは残りやすく次に繋がってい
るように感じる。
・朝起きようとする、着替える、寝癖を直す、面倒くさくても頑張って行く…な
ど、普通の高校生みたいな気持ちが生まれたと思います。
・施設であった出来事をよく話すようになった
・親と支援員さんの言うことが同じだと気づき，とても成長している。
将来に目を向けられるようになっているし，新しい趣味も増え，とても良いです。
・わからないことを尋ねたり、自分の希望を伝えられるようになった。
・今年は自分からこの日も行きたいという事が増えて楽しそうです
・小・中学校とも登校・通所が負担になっていましたが、通所を楽しめるようにな
りました
・同じ境遇の子と話　少しだが、自分を客観的に見れるようになった
・以前より落ち着いて過ごせるようになってきた
・イベント等は楽しみにしています。

子供たちの成長や親御様の喜びの言葉は、私たちのやりがいに繋がってお
ります。
今後も親御様や子供たちの声を聞きながら、より良い施設運営に努めてい
きます。

施設での活動や就労作業等で取り入れてほしいこと等ありましたらご記入ください (任意)

・公園などの外運動、ドッチボール、トランポリンなどの運動。封筒や書類のの三
つ折り、封入封緘作業、服を綺麗に畳む（お店のように）
・字をきれいに書く練習
卒業後、大人として書く機会が増えると思うので
・就職のイメージが持てるように会社の見学をやってほしい
・長時間の作業に耐える訓練
・パソコン作業 今後の支援において、参考にさせていただきます。

その他施設への要望等ありましたらご記入ください (任意)
・子供が1人になって気持ちを落ち着かせることができる場所を作って欲しい
・お弁当の発注忘れにご留意ください

落ち着ける場所を確保出来るよう、環境整備に努めていきます。
お弁当の発注漏れにつきまして、度重なるご迷惑をお掛けしており、申し
訳ございません。
同じことが起きないよう、管理していきます。

お子様は現在(今年度時点) 高校生:14 / 中学生:11
中学進学時の進路について現在の考えをお聞かせください 回答なし

進学先について考えていることや不安な点があればご記入ください(任意)

高校進学時の進路について現在の考えをお聞かせください
通信制高校:3 / 検討中:3 / 専修学校　ルネ高:1 / 専門学校:1 /
高等支援学校:1 / 特別支援学校:1 / 一般高校:1

進学先について考えていることや不安な点があればご記入ください(任意) [2]
・今の知的の理解力で、進学できるか？
・可能であれば高卒認定がほしい

不安なことや、相談事については、何なりとお申し付けください。面談を
して話し合い致します。

高校卒業後の進路について現在の考えをお聞かせください

検討中:12 / 進学(大学・短大・専門学校):5 / 一般就労(企業
就職等):4 / 福祉サービス利用（就労移行、就労継続A・B
型、自立訓練、生活介護など）:3 / 一般企業の障害者枠:1

進学先や卒業後の生活について、具体的に考えていることや不安な点があればご記入ください(任意)

・スケジュール管理や時間配分が自分でできるか。忘れ物、無くしものをどうやっ
て減らせるか。スマホやSNSの使い方が適切か。困った時にSOSが出せるか（分か
らないことを相手に伝えられるか）などが不安。
・1人で生きていけるだけの収入が得られるのか不安
・障害者雇用で就職か，福祉サービスを利用しながら働くか，職業訓練校に行くか
考え中です。
・生活ができるだけの収入を得ることができるのか？
困難であった場合にどこまで支援が受けられるのか？
・将来の自立（仕事、生活）について不安がある。
・本人の希望に当てはまり、続けられる仕事があるか
・得意な事をもっと深く学びたいと思っているようですが、学力に不安があるの
で...。
と言う感じです
・就労を考えてはいるもののまだ自分が何をやりたいか分からずどう決めていいか
も分からないので悩んだり不安に思ったりしているようです。
・今までよりサポート体制がなくなる事
・就職を希望していますが、どういった形が合うのかを考えていきたいと思います

ご意見をありがとうございます。
不安な点が少しでも解消していけるよう、寺子屋や交流会、セミナー等の
情報を共有させていただきます。
併せて、面談や就労支援にて少しでも方向性が決めていけるように取り組
んでいきます。

「自立訓練（生活訓練）」という福祉サービスを知っていますか？
名前だけ知っている:13 / 知らない:6 / 知っている:4 / よく
わからない:2

「自立訓練（生活訓練）」とは、自立した生活を送れるよう、期限（原則2年）を設けて「日常生活で
必要なスキル」を身につけるためのトレーニングを行う福祉サービスです。 どのような支援があれ
ば、「利用してみたい」と思いますか？（複数選択可）

コミュニケーションの練習:16 / メンタル面のサポート:16 /
実習・社会権権を積む機会:15 / 趣味・関心・興味に合わせ
た個別支援:13 / 家事練習:11 / 生活リズムの改善:9 / 学習サ
ポート:6 / よくわからない:3 / 特に必要ない:1

「自立訓練（生活訓練）」 について、ご意見がありましたらお書きください 。 (任意)

・詳細内容がわかれば検討したいと思います。
・一度詳しく話を聞いてみたいです。
・詳しい説明を聞きたい

ご意見ありがとうございます。
今後の施設運営の参考にさせていただきます。
寺子屋や交流会等の機会に説明ができるよう、テーマの検討をしていきま
す。

将来、お子様の一人暮らし（サテライト型住居含む）やグループホームでの生活に興味はあります
か？
※「サテライト型住居」とは？ ひとり暮らし用のアパートで生活しながら、必要なときにグループ
ホームの支援（食事や相談など）を受けられる住まいのことです。

ある:15 / よくわからない:4 / 少しある:4 / 全くない:1 / あま
りない:1

グループホームとは、地域の中で支援員からサポートを受けながら、数人で共同生活を送る場所で
す。どのような支援があれば、「利用してみたい」と思いますか？（複数選択可）

相談できる大人がいる:15 / 食事・健康のサポート:14 / コ
ミュニケーション支援:13 / 就労・進路の準備:11 / 生活リズ
ムの安定:10 / 規則正しい生活:8 / 特に必要ない:2 / よくわ
からない:2

「グループホーム（共同生活援助）」について、ご意見がありましたらお書きください。(任意)

・1人で過ごせる場所を確保してほしい。共同で何かをするのは大変だから。
・プライベートも大切にでき，自由に外出等もできる。
・精神障がい者が利用できるグループホームが増えて欲しい
・本人へ説明をしてほしい

ご意見ありがとうございます。
今後の施設運営の参考にさせていただきます。
寺子屋や交流会等の機会に説明ができるよう、テーマの検討をしていきま
す。

短期入所(ショートステイ)について知っていますか?
※ 短期入所（ショートステイ）とは、施設に短期間宿泊し、 生活支援を受けるサービスです。 ご本人
の気分転換、将来の自立に向けた「宿泊の練習」、ご家族の休息（レスパイト）を目的としたサービス
です 知っている:21 / 名前だけ知っている:3 / 知らない:1

弊社の運営する短期入所(ショートステイ)グローアップショートステイを利用したことがありますか?

知らない・よくわからない:7 / 時々利用している:6 / 定期的
に利用している:5 / 利用を検討したが、断念した:4 / 現在は
利用していないが、今後利用したい:3

短期入所をご利用する理由について当てはまるものを選択してください(複数選択可)

家族の休憩(レスパイト)のため:8 / 本人の自立(経験)のため:
7 / 本人の気分転換のため:7 / お互いの大切さを知るため。
ケンカしないため。今後の自己管理のため:1

短期入所施設に対する要望(任意)
例：祝日営業してほしい等

・平日利用、学校送りお願い出来たら嬉しい。
・夜から朝までの一晩では無く、２日間連続でなどの長時間利用での経験体験

ご意見ありがとうございます。
今後の施設運営の参考にさせていただきます。

利用に結び付かなかった理由で当てはまるものを選択してください(複数選択可)

本人の行きたい欲がない:1 / サービスの必要性を感じない:
1 / 本人が興味を示さなかった:1 / もう少しお友達とコミュ
ニケーションを取れるようになったら利用したいと思って
いるようです:1 / サービスの内容がわからない:1 / 営業日が
合わない:1 / 場所が遠い:1 / 本人が希望しない:1

短期入所施設に対する要望(任意)
例：体験会をしてしてほしい等 ・見学は行ったことがありますが体験会があるといいです。 体験会の可否も含めて、調整をしていきます。



アンケート期間：2026/3/6-2026/3/14 Growupアカデミー
質問 評価結果 工夫している点 課題や改善が必要な点

利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 はい:6
・個別のサポートが必要な際は、部屋を分けて使用している。
・整理整頓

・土曜日など、利用者数が多いときには席が足りないこともあるため改善が必要と
感じる時もある。
・雨漏り

利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 はい:6 ・状況に応じて勤怠を管理すること ・男性職員の常時配置の徹底

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。ま
た、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、
環境上の配慮が適切になされているか。 はい:6

・部屋ごとに名前を付けて明確化をしている。導線の確保
・段差を無くす ・ペーパーレスに伴い、子どもたちに紙だけではなく、伝え方の工夫が必要。

必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境
になっているか。 はい:6

・必要に応じて部屋の確保を促す
・複数の部屋がある

業務改善を進めるためのPDCAサイクル (目標設定と振り返り) に、広く職員
が参画しているか。 はい:6

・PDCAとはについて研修を受けている
・ミーティングに参加
・週に1回、職員ミーティングを行っている ・行動パターンまで落とし込むこと

保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、
その内容を業務改善につなげているか。 はい:5 / いいえ:1 ・毎週行うMT等にて共有している
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげて
いるか。 はい:6 ・毎週、MTにて共有すること ・今以上に発言ができる環境作り

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 いいえ:5 / はい:1
・作成資料から日々の支援において漏れなく行えるように確認作業を
ダブルチェックに ・評価結果を見える化していつでも振り返れるようにすること

職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開
催する機会が確保されているか。 はい:6

・研修参加を徹底するよう勤怠管理すること
・積極的に参加する ・OFF-JTの重要性を伝えていくこと

適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 はい:6
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズ
や課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成している
か。 はい:6 ・児発だけでなく全員でMT等にて共有すること
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ
でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益
を考慮した検討が行われているか。 はい:6 ・児発だけでなく全員でMT等にて共有すること
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ
ているか。 はい:6 ・目標設定をいつでも見れるように作成＆掲示

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセ
スメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使
用する等により確認しているか。 はい:6 ・毎月子供たちと面談をして独自のアセスメントをしている

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放
課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移
行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえなが
ら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援
内容が設定されているか。 はい:6

活動プログラムの立案をチームで行っているか。 はい:6
・ミーティング共有
・職員ミーティングで共有

活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 はい:6 ・年間スケジュールを設定する事で俯瞰的にみて作成

こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デ
イサービス計画を作成し、支援が行われているか。 はい:6

・平日と土曜日の支援は個別療育と集団療育の目的を変えてメリハリ
を付けている

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役
割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 はい:5 / いいえ:1

・朝礼の徹底　1日のやることを共有
・グループLINEで共有する

支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返
りを行い、気付いた点等を共有しているか。 はい:3 / いいえ:3

・皆が集まって話せるように時間を管理
・書面で全員に共有している

・出来ている時とできてない時がある。
・書面での共有のみになっている

日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげて
いるか。 はい:6 ・デジタルツールにて管理

定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性
を判断し、適切な見直しを行っているか。 はい:6
放課後等デイサービスガイドラインの「4つの基本活動」を複数組み合わせて
支援を行っているか。 はい:6
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする
力を育てるための支援を行っているか。 はい:6
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこ
どもの状況をよく理解した者が参画しているか。 はい:6
地域の保健、医療(主治医や協力医療機関等)、障害福祉、保育、教育等の関係
機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 はい:6
学校との情報共有(年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認
等)、連絡調整(送迎時の対応、トラブル発生時の連絡)を適切に行っている
か。 はい:6
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所
等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 いいえ:6 ・該当利用者がいないため ・該当利用者がいない

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行
する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 はい:6 ・相談支援専門員と情報共有している ・全てに対応できていない為、取り組みの工夫が必要。

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイ
ズや助言や研修を受ける機会を設けているか。 はい:4 / いいえ:2 ・積極的には取り組めていない

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会が
あるか。 いいえ:5 / はい:1 ・こども食堂を通じて関わったり、イベントに参加している

(自立支援)協議会等へ積極的に参加しているか。 はい:5 / いいえ:1
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題につ
いて共通理解を持っているか。 はい:6 ・交流会を企画して取り組んでいる

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム (ペア
レント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会やや情報提供等を
行っているか。 はい:6 ・寺子屋や親子イベント等にて取り組んでいる。

運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っている
か。 はい:6
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊
重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向
を確認する機会を設けているか。 はい:6
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者
から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか。 はい:6
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言
と支援を行っているか。 はい:6
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者
同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士
で交流する機会を設ける等の支援をしているか。 はい:6 ・親子イベント等の開催

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こど
もや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 はい:6
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動
概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信している
か。 はい:6
個人情報の取扱いに十分留意しているか。 はい:6
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしてい
るか。 はい:6
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図ってい
るか。 いいえ:5 / はい:1 ・会社で企画されている

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応
マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した
訓練を実施しているか。 はい:6
業務継続計画(BCP) を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に
避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 はい:6 ・年間スケジュールにて策定し、活動に取り組んで行っている

事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している
か。 はい:6
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされて
いるか。 はい:5 / いいえ:1
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じ
る等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 はい:6
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基
づく取組内容について、家族等へ周知しているか。 はい:6
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をし
ているか。 はい:6
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている
か。 はい:6
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、
こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービ
ス計画に記載しているか。 はい:6



公表 事業所における自己評価総括表

○ 分析結果

○事業所名

○保護者評価実施期間
○保護者評価有効回答
数

○従業者評価実施期間
○従業者評価有効回答
数
○事業者向け自己評価
表作成日

Growupアカデミー

25

6

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取
組等 さらに充実を図るための取組等

1

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること 事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

2026/3/6-2026/3/14

2026/3/6-2026/3/14

2026/3/17

自己理解・自己決定が身に着く
感情のコントロールの仕方を身につける

個別療育と集団療育の活用、
月一回の面談で課題を見つめ、支援に
てPDCAを回している。

施設内で完結するのではなく、地域交流の
機会を増やすこと。

「社会性」「生きる力」を醸成しながら
高等学校卒業を目指せる

1で記載の活動だけではなく学習サポー
トを行うこと。見通しを持てるように
スケジューリングから振り返り、改善
までをサポートする事。

レポートの進捗状況の細やかな管理。小中
学生に対して、高校を見据えた学習サポー
ト。

就労について福祉の専門員がサポート 就労支援を通して、将来の選択肢を増
やしていくこと。今の自分の立ち位置
を理解できるよう、見学、体験活動、
外部講師のピア講話を行う。

外部連携の更なる強化。
関係機関との連携強化。

不登校生や精神障がいの方が多く在籍
している為。

子供たちが負担なく出席できるような環境
整備。様々な観点から取り組んでいく。

個別療育の為、職員と利用者の距離感に差が出る 1対1の関わりが必要な為、その回数が
多くなると閉鎖的な関わりが生まれて
しまう。

職員が意識して、関わる時間を平等に近い
形に持っていき、距離感が近い、遠いとい
う事象が起きないようにすること。

クールダウンができる環境の不足 間取り上、個室を多く作ることが不可
能な為。

パーテーションの有効活用をして、他の視
線を遮断する方法を積極的に取り入れてい
く。

欠席数が多いこと


